




佐伯市の現状＝抱えている課題

平成１７年５月１日
・市人口：８０，２９７人
・小学校：４，３５２人
・中学校：２，３０６人

平成２９年５月１日
・市人口：７３，４３７人
・小学校：３，２１９人
・中学校：１，７４３人

児童生徒
年平均１４１人の減 子育て人口の

減少

学校が佐伯市の
課題克服に果たす
べき役割は？



・幼稚園、小学校、中学校、高等学校での
付けたい力の系統を明らかにする。

・小・中・高が互いに連携を意識し、自校の
カリキュラムを明らかにする。

・各校種ごとに連携を深める。

・郷土を愛し、誇りをもって自らの夢の
実現に邁進する人材

・地域の人々と支え合い、協働しながら佐伯市
の未来を切り開く資質と能力をそなえた人材

資質・能力系統表をベースにした
幼・小・中・高における

１３年間の実践

ふるさとを愛し
ふるさとの未来を創造する力

課題解決に向けて





佐伯市の現状＝抱えている課題

児童生徒
年平均１２２人の減

学校が佐伯市の
課題克服に果たす
べき役割は？

平成２７年４月末
・市人口：７５，５４７人
・小学校：３，４２３人
・中学校：１，８２０人

令和７年４月末
・市人口：６３，７６９人
・小学校：２，５２２人
・中学校：１，５０１人



学びの段階と園児・児童・生徒の発達の段階（学年）
幼稚園：「ふるさとであそぶ」
小学校（1，2年）：「ふるさとにふれる」
小学校（3，4年）：「ふるさとを感じて・知る」
小学校（5，6年）：「ふるさとについて考え・伝える」
中学校（1，2，3年）：「ふるさととともに未来を描く」
高等学校（1，2，3年）：「ふるさとに向けて行動に生かす」





＜「さいき“まなび”プラン２０２３」計画の全体目標＞

「人が学び、人が活き、人が育つ持続可能な教育」の創造

＜重点目標＞
これからの「オーガニックシティさいき」を支える人づくり
～ふるさと佐伯を愛し、ユニバーサルな視野に立つ人材の育成～







「



第１８回キャリア教育優良学校
文部科学大臣表彰



地
域
の
特
質
に
応
じ
た
教
育
に
よ
る

少
子
化
へ
の
対
応

生活科及び総合的な学習の時間を要に、地域の特性を踏まえ、地域の「ひと・もの・こ
と」を活用しながら、学校を核とした地域の活性化を推進する取組をとおして、児童生徒
にふるさとへの愛着や誇りを育み、夢や希望をもってふるさとの未来を創造する資質・能
力をそなえた人材の育成をめざす。

幼
・
小
・
中
・
高
に
お
け
る
13
年
間
の
実
践

【生活・総合に係る具体的な取組】 【めざす人材】

佐伯市におけるふるさと教育


